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我が国の高速炉開発環境
戦略ロードマップと原子力イノベーション



1.今後の我が国の高速炉開発の目標

2. 高速炉開発４原則

「高速炉開発の方針」:原子力関係閣僚会議（2016年12月)

 世界最高レベルの技術基盤の維持・発展を図る。

 高い安全性と経済性を同時に達成する高速炉を開発し将来的に実用化を図る

 もって、国際標準化に向けたリーダーシップを最大限に発揮すること、実現のた
め、開発目標等の具体化を図っていく。

 実務レベルの「戦略ワーキンググル―プ」設置を設置

 今後10年程度の開発作業を特定する「ロードマップ」を2018年目途に策定

3. 戦略ロードマップの策定

項目 内容

１ 国内資産の活用 技術的知見、技術的・人的基盤、インフラ

２ 世界最先端の知見吸収 GIFをはじめとした多国間協力及び二国間協力
⇒ 国際標準化の促進

３ コスト効率性の追求 コスト効率的な開発の推進、国際協力の積極活用、開発ス
テージ等に応じた適切な開発手段・手法

４ 責任体制の確立 役割の明確化、ガバナンス体制の確立、的確な安全管
理、国の主導的役割
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戦略ロードマップの概要
＊高速炉開発の意義

 資源の有効利用、高レベル放射性廃棄物の減容化、潜在的有害度低減の３点の意義は、時
代背景等により、プライオリティが変化。プルトニウムマネジメントなど、高速炉の意義が多様化。

＊長期的な開発のスケジュール

 高速炉の本格利用が期待されるタイミングは21世紀後半のいずれかのタイミングとなる可能性。
 将来の不確実性に関するリスク、また、新しい技術の発展・成熟には実用化から一定の時間が必

要である点や、再生可能エネルギー等の他の技術の進展・普及等の要因も考慮する必要がある
ことにも留意が必要

 技術や経験の段階的な蓄積・発展の必要性を勘案しつつ例えば 21 世紀半ば頃の適切なタイミ
ングにおいて、現実的なスケールの高速炉が運転開始されることが期待される。

＊開発方針

 これまで培った技術・人材を最大限活用しながら、多様な高速炉技術の可能性を追求。
 当面５年間程度は、柔軟性の観点からも多様な技術開発を推進していく。
 その後、技術を絞り込み重点化した上で、工程を具体化していく。

＊開発体制

 全ての開発当事者が果たすべき責任を自覚し、それぞれの役割を明確化することが極めて重要。



出典︓経済産業省資源エネルギー庁，エネルギー政策の方向性,令和元年８月26日
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